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地域飯田市内の公共施設、商業施設（現在平安堂は決

定）にて障害者駐車場の利用方法が載った冊子、ステ

ッカーの配布を行うと同時に、地域行事等でも子ども

達が注意喚起を行いました。これは子ども達が行なう

地域課題の解決となります。 

当日グループに別れた子供達は、平安堂駐車場にある

３店舗前で、注意喚起のステッカーを配りながら要支

援者駐車場の必要性を説明しました。声をお掛けした

全ての方がステッカーを受け取り、子供達の話に耳を

傾けてくれました。 

    

事事事事    業業業業    効効効効    果果果果    
 

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目

毎に記載すること。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

今後の取り組み今後の取り組み今後の取り組み今後の取り組み    
 

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

    

引き続き子供たちが引き続き子供たちが引き続き子供たちが引き続き子供たちが社会課題に取り組むきっかけとなる社会課題に取り組むきっかけとなる社会課題に取り組むきっかけとなる社会課題に取り組むきっかけとなる    

活動を継続して行く予定です。活動を継続して行く予定です。活動を継続して行く予定です。活動を継続して行く予定です。    

    

    

    

 

※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 

「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 

「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

    

    

事業名 障がい者用駐車場に「停めま宣言」～子ども達による地域課題解決～ 

事業主体 

（連絡先） 

感環自然村 

事業区分 保険、医療、福祉の充実に関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費     431,000 円（うち支援金：323,000 円） 

 

① 要配慮者駐車場を知ってもら

う 

② 地域住民の理解を得る 

③ 子供が社会課題の解決に取り

組む 

 

 

※自己評価【    AAAA    】 

【理由】 

予想以上に多くの方が関わりを持

ってくれ、それが子供達が社会課

題を考えるモチベーションとなっ

たから 

        活動後活動後活動後活動後    

    【目標・ねらい】【目標・ねらい】【目標・ねらい】【目標・ねらい】    

今回 3200 枚全てのスタッカーチラシを配りました。 

子供達がやっているということで多くの方が足を止め

てくれ、話に耳を傾けてくれました。普段何気なくその

存在を知りながらも意識することが少ない要支援者駐

車場の必要性を市民の皆様に知っていただくきっかけ

となりました。参加した子供たちにとっては、社会課題

に取り組む経験となり、自分たちが動くことで何かが変

わるという貴重な体験となりました。 


